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改選 2019 年：6 農委 2020 年：36 農委 

                          

２
０
１
８
年
９
月
２
１
日
、 

ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
総
会
に
お
い
て
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
た
に
、
髙
田
禮

子
会
長
（
本
巣
市
）
、
國
島
ま

き
副
会
長
（
輪
之
内
町
）
、
佐

伯
美
智
代
副
会
長
（
白
川
町
）
、

熊
﨑
み
ど
り
副
会
長
（
下
呂
市
）
、

川
村
信
子
監
事
（
関
市
）
、 

西
尾
ひ
ろ
み
監
事
（
恵
那
市
）
、

の
役
員
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
研
修

や
情
報
交
換
を
通
し
、
よ
り
一

層
女
性
委
員
の
活
動
の
強
化
や

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
２
０
１
９
年
は
６
農

業
委
員
会
、
２
０
２
０
年
は
３

６
農
業
委
員
会
が
委
員
の
改
選

を
迎
え
ま
す
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
農
業
委
員
や
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
公
募
へ
女

性
の
推
薦
や
要
請
を
行
い
、
両

委
員
へ
女
性
登
用
が
よ
り
進
む

よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 
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ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
地
域
別
意
見
交
換
会
・

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催 

 

２
０
１
８
年
８
月
２
日
か
ら
１
０
日

に
か
け
県
下
５
会
場
に
お
い
て
、
地
域

別
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
女
性
農
業

委
員
・
推
進
委
員
５
２
名
の
ほ
か
、
農

業
委
員
会
事
務
局
や
農
業
会
議
な
ど
計

８
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

２
０
１
７
年
７
月
の
農
業
委
員
会
統

一
改
選
で
、
一
期
目
の
女
性
委
員
が
大

き
く
増
え
た
こ
と
か
ら
、
交
流
と
情
報

交
換
を
目
的
に
開
催
。 

 

一
年
目
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
悩
み

を
共
有
し
、
二
年
目
か
ら
の
活
動
の
ヒ

ン
ト
や
気
づ
き
を
得
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。 

岐
阜
地
域 

本
巣
市
糸
貫
庁
舎 

パ
レ
ッ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
Ｌ
Ｍ
） 

東
濃
地
域 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐 

 
 
 
 
 
 

同
所
（
Ｌ
Ｍ
） 

西
濃
地
域 

大
野
町
役
場 

パ
レ
ッ
ト
ピ
ア
お
お
の
（
Ｌ
Ｍ
） 

中
濃
地
域 

ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園 

 
 
 
 
 

同
所
（
Ｌ
Ｍ
） 

飛
騨
地
域 

飛
騨
と
も
え
ホ
テ
ル 

 
 
 
 
 
 

同
所
（
Ｌ
Ｍ
） 

 

ぎ
ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
総
会
・
研
修
会
の
開
催 

 

２
０
１
８
年
９
月
２
１
日
、
み
の
観

光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
ぎ
ふ
農
業
委
員

会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
会
を
開
催

し
、
女
性
委
員
３
８
名
、
農
業
委
員
会

事
務
局
や
東
海
農
政
局
、
県
農
村
振
興

課
、
県
農
畜
産
公
社
な
ど
含
め
６
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
２
９
年
度
事
業
報
告
と

決
算
、
３
０
年
度
事
業
計
画
と
予
算
な

ど
決
定
し
ま
し
た
。 

総
会
後
に
「
担
当
地
区
で
の
“
楽
し

い
”
集
落
座
談
会
の
進
め
方
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
開
催
。
先
進
事
例
と
し

て
成
果
を
あ
げ
る
茨
城
県
東
海
村
農
業

委
員
会
の
進
め
方
を
、
全
国
農
業
会
議

所
の
農
地
・
組
織
対
策
部
の
永
岡
主
事
、

農
業
会
議
の
松
浦
係
長
の
進
行
の
も
と
、

５
〜
６
名
づ
つ
１
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
体
験
し
学
び
ま
し
た
。 

ポ
イ
ン
ト
は
、
①
全
体
で
は
な
く
小

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
、
②
本
題
に

入
る
前
に
緊
張
を
ほ
ぐ
す
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
や
自
己
紹
介
、
③
参
加
者
が
見
て

対
話
が
で
き
る
模
造
紙
大
の
資
料
、
④

明
る
い
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
に
よ
る
会
場

の
雰
囲
気
づ
く
り
、
⑤
お
茶
や
お
菓
子

を
用
意
、
な
ど
で
す
。
一
部
の
人
の
意

見
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
全
員
が
意
見
を

ふ
せ
ん
に
記
入
し
順
番
に
報
告
。
似
た

意
見
や
付
け
足
し
意
見
が
あ
れ
ば
そ
の

都
度
出
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
で
共
有
、

絞
り
込
み
を
行
い
ま
し
た
。 

 

女
性
委
員
か
ら
は
「
楽
し
く
話
し
合

い
に
参
加
で
き
た
」
「
み
ん
な
の
良
い

意
見
が
聞
け
た
」
「
少
人
数
で
お
互
い

の
距
離
が
近
く
意
見
し
や
す
か
っ
た
」

意見・悩み・課題の情報共有 

ブレインストーミングによる意見交換 

チェックのテーブルクロスで雰囲気づくり 



2019 年 3 月 27 日（第 9号） 

3 

と
好
評
で
し
た
。
こ
の
手
法
を
参
考
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
女

性
委
員
が
活
躍
し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
に
向
け
、
重
要
な
位
置
づ
け

で
あ
る
地
区
の
話
し
合
い
を
盛
り
上
げ

農
地
集
積
・
集
約
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
で
す
。 

  東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の

農
業
委
員
会
研
修
会
in
静
岡

県
へ
の
参
加 

 

２
０
１
８
年
１
２
月
１
２
日
、
滋
賀

県
掛
川
市
の
掛
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
東
海
・
近
畿
の
農

業
委
員
会
女
性
組
織
主
催
の
標
記
研
修

会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
委
員

や
関
係
者
な
ど
１
３
３
名
、
本
県
か
ら

は
、
女
性
委
員
１
９
名
の
ほ
か
、
農
業

会
議
か
ら
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

し
ず
お
か
農
業
委
員
会
女
性
の
会
の 

宮
島
会
長
か
ら
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、

６
名
１
テ
ー
ブ
ル
ず
つ
で
昼
食
を
と
り

な
が
ら
の
懇
談
会
が
あ
り
ま
し
た
。
他

地
域
で
活
動
す
る
女
性
委
員
と
お
話
し

し
な
が
ら
、
静
岡
名
産
の
お
茶
や
ク
ラ

ウ
ン
メ
ロ
ン
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
全
国
農
業
会
議
所
の
大

出
新
聞
業
務
部
長
か
ら
「
情
報
提
供
活

動
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
、
高
度

利
用
栽
培
施
設（
底
面
コ
ン
ク
リ
農
地
）

や
所
有
者
不
明
農
地
の
対
応
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
政
策
や
制
度
が
変
わ
る

中
、
全
国
農
業
新
聞
の
解
説
や
事
例
に

ヒ
ン
ト
が
あ
り
、
新
聞
し
っ
か
り
読
み

ま
し
ょ
う
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
う
も
ん
の

会
の
名
倉
理
事
長
が
「
女
性
の
力
が
農

村
を
変
え
る
！
」
と
題
し
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
名
倉
さ
ん
は
、
名
倉
メ
ロ
ン
農

場
を
経
営
し
て
み
え
、
農
業
委
員
を
三

期
、
し
ず
お
か
農
業
委
員
会
女
性
の
会

を
発
足
さ
せ
た
初
代
会
長
で
も
あ
り
ま

す
。
現
在
は
委
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
経
験
も
活
か
し
、
若
手
や
女
性
な

ど
地
域
の
農
業
者
を
応
援
す
る
活
動
を

続
け
て
み
え
ま
す
。
地
域
の
農
業
者
の

声
を
拾
う
「
ア
グ
リ
ポ
ス
ト
」
が
そ
の

一
つ
で
す
。
自
身
も
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
メ
ロ
ン
の
加
工
や
農
家
カ
フ
ェ
に

つ
い
て
、
最
初
は
家
族
に
も
言
い
づ
ら

く
な
か
な
か
言
え
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

こ
の
経
験
か
ら
、
や
り
た
い
気
持
ち
が

あ
っ
て
も
家
族
に
も
言
え
な
い
こ
と
の

背
中
を
押
し
た
り
、
届
い
て
い
な
い
声

を
ひ
ろ
い
届
け
た
い
と
の
思
い
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
声
を
聞
く
だ
け
で
な

く
、
計
画
が
な
い
と
夢
は
実
現
し
な
い

と
、
家
族
経
営
協
定
や
認
定
農
業
者
の

経
営
改
善
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
ま
で

ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

女
性
委
員
の
業
務
は
転
用
な
ど
農
地

の
案
件
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
地
域
の
農
業

者
の
、
特
に
女
性
の
、
や
り
た
い
こ
と

を
応
援
し
よ
う
、
と
勇
気
づ
け
ら
れ
る

お
話
で
し
た
。 

 

講
演
後
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
し

ず
お
か
農
業
委
員
会
女
性
の
会
が
作
成

し
た
食
育
カ
ル
タ
で
カ
ル
タ
大
会
を
実

施
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
札
は
、
静
岡
県
内

の
農
産
物
や
食
に
関
す
る
絵
柄
が
鮮
や

か
な
切
り
絵
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

取
っ
た
札
数
の
上
位
か
ら
農
産
物
な

ど
の
景
品
が
贈
ら
れ
、
大
盛
り
上
が
り

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

次
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
、
２
０

１
９
年
１
１
月
２
８
日
に
京
都
府
で
開

催
さ
れ
ま
す
。 

女性農業者の応援を語る名倉理事長 

読み手の声を真剣に聞く参加者 
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静
岡
県
周
智
郡
森
町 

（
有
）
佐
野
フ
ァ
ー
ム
視
察
研
修 

 

東
海
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
の
農
業

委
員
会
研
修
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、
翌

日
１
２
月
１
３
日
に
、
静
岡
県
周
智
郡

森
町
（
も
り
ま
ち
）
の
有
限
会
社
佐
野

フ
ァ
ー
ム
に
お
い
て
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。 

同
社
専
務
取
締
役
で
町
農
業
委
員
も

務
め
る
佐
野
敦
子
さ
ん
と
の
意
見
交
換

と
農
場
の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
意
見
交
換
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形

式
と
し
、
参
加
者
全
員
は
１
個
以
上
、

手
を
挙
げ
て
質
問
し
、
答
え
を
聞
き
な

が
ら
理
解
を
深
め
活
発
に
勉
強
し
て
き

ま
し
た
。
質
問
は
、
経
営
の
こ
と
、
農

業
委
員
の
こ
と
、
農
家
生
活
の
こ
と
、

有
機
野
菜
の
技
術
の
こ
と
、
と
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。 

佐
野
さ
ん
は
森
町
農
業
委
員
二
期
目
。

１
４
人
の
う
ち
３
人
が
女
性
委
員
で
、

推
進
委
員
は
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

女
性
だ
け
の
活
動
は
な
い
が
、
総
会
で

は
質
問
、
女
性
委
員
は
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
ち
ゃ
ん
と
質
問
す
る
よ
う
に
さ
れ

て
お
り
、
意
見
し
や
す
い
雰
囲
気
が
で

き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
任
期
中
は

「
わ
た
し
た
ち
が
い
る
意
義
を
も
っ
て

頑
張
る
」
と
、
個
々
に
し
て
い
た
現
地

確
認
を
男
性
委
員
含
め
チ
ー
ム
で 

 

毎
月
総
会
後
の
流
れ
で
い
く
よ
う
に
提

案
す
る
な
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

法
人
の
経
営
で
は
、
露
地
野
菜
２
８

㌶
、
施
設
野
菜
０
．
５
㌶
な
ど
を
社
員

２
０
名
、
パ
ー
ト
５
名
で
生
産
。
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
、
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
な
ど
で
高
品

質
な
野
菜
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
町
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
←
水
稲
←
レ

タ
ス
の
三
毛
作
で
水
田
三
倍
活
用
が
有

名
な
産
地
で
す
。
水
稲
は
個
人
の
方
や

担
い
手
が
つ
く
り
、
同
社
は
期
間
借
地 

 

(

冬
季
だ
け
利
用
権
設
定
な
ど)

で
土
地

を
預
か
っ
て
み
え
ま
す
。 

家
族
経
営
か
ら
法
人
化
し
初
め
て
従

業
員
を
雇
用
し
た
際
に
一
億
円
の
売
上

目
標
を
作
成
さ
れ
、
達
成
に
は
田
ん
ぼ

が
何
枚
で
ど
の
野
菜
を
年
間
ど
れ
だ
け

必
要
か
あ
ら
た
め
て
計
算
。
当
時
は
そ

ん
な
に
で
き
る
の
、
と
計
算
し
て
び
っ

く
り
し
た
そ
う
で
す
。
と
に
か
く
目
指

す
に
は
人
が
足
り
な
い
、
人
が
大
事
、

い
い
野
菜
つ
く
る
に
は
、
い
い
人
を
育

て
る
と
今
の
経
営
の
基
礎
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
現
在
は
平
均
年
齢
３
５
歳
、

農
大
新
卒
も
た
く
さ
ん
、
利
益
は
社
員

へ
賞
与
で
還
元
し
、
頑
張
り
を
評
価
し
、

や
る
気
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

産
休
育
休
も
あ
り
女
性
社
員
は
子
育
て

し
な
が
ら
務
め
る
環
境
も
つ
く
っ
て
み

え
ま
す
。
社
員
で
力
を
合
わ
せ
て
、
地

域
の
農
地
を
預
か
っ
て
お
野
菜
を
つ
く

る
こ
と
が
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
と
お

話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 

女
性
農
業
委
員
登
用
促
進
研

修
会
へ
の
参
加 

 

２
０
１
９
年
１
月
９
〜
１
０
日
、
東

京
都
「
主
婦
会
館
」
に
お
い
て
標
記
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
女
性
農
業
委
員
や

都
道
府
県
農
業
会
議
職
員
等
１
３
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
、
県

農
業
会
議
が
女
性
農
業
委
員
登
用
促
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
し
て
い
る
「
ぎ

佐野敦子さんへインタビューする参加者 

佐野敦子さんを囲んで集合写真 



2019 年 3 月 27 日（第 9号） 

5 

ふ
農
業
委
員
会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
髙
田
会
長
、
國
島
副
会
長
、
佐
伯
副

会
長
、
熊
﨑
副
会
長
と
事
務
局
が
参
加

し
ま
し
た
。 

研
修
会
で
は
、
農
水
省
農
地
政
策
推

進
課
の
押
切
課
長
か
ら
「
農
地
利
用
の

最
適
化
に
向
け
た
農
業
委
員
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
。
農

地
中
間
管
理
機
構
が
で
き
て
５
年
、
農

地
集
積
・
集
約
で
き
る
ベ
ー
ス
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
が
だ
い
た
い
終
わ
り
、
ゼ
ロ

か
ら
次
の
集
積
・
集
約
を
つ
く
っ
て
い

く
に
は
話
し
合
い
か
ら
も
う
一
度
活
性

化
が
必
要
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
見
直

し
の
協
議
の
場
で
、
誰
に
ど
こ
を
集
積

す
る
の
か
地
図
を
使
っ
て
話
し
合
い
、

見
え
る
化
さ
れ
た
中
身
の
あ
る
プ
ラ
ン

を
つ
く
る
と
の
こ
と
で
す
。
プ
ラ
ン
の

話
し
合
い
に
は
委
員
の
力
が
必
要
で
ま

す
ま
す
役
割
が
重
要
に
な
る
と
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。 

続
い
て
、
い
わ
て
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
の

安
藤
会
長
か
ら
「
女
性
委
員
の
登
用
に

向
け
て
〜
い
わ
て
ポ
ラ
ー
ノ
の
会
の
取

り
組
み
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
平
成
１

１
年
に
１
２
名
の
女
性
委
員
で
設
立
し
、

現
在
は
１
０
６
名
と
な
っ
た
ポ
ラ
ー
ノ

の
会
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
現

職
の
女
性
委
員
は
次
期
も
継
続
す
る
こ

と
を
早
期
に
表
明
す
る
こ
と
や
、
退
任

す
る
場
合
は
必
ず
後
任
を
探
す
こ
と
を

ル
ー
ル
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も

女
性
限
定
ト
ラ
ク
タ
ー
講
習
会
の
開
催

な
ど
女
性
向
け
の
研
修
会
で
、
委
員
へ

ス
カ
ウ
ト
な
ど
も
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。 

 

情
報
提
供
で
は
農
業
者
年
金
基
金 

西
理
事
長
か
ら
「
農
業
者
年
金
の
加
入

メ
リ
ッ
ト
と
加
入
促
進
に
つ
い
て
」
の

説
明
も
あ
り
、
岐
阜
県
で
も
家
族
経
営

協
定
締
結
と
あ
わ
せ
て
よ
り
一
層
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

全
国
農
業
会
議
所
の
農
地
・
組
織
対

策
部
の
永
岡
主
事
か
ら
情
勢
報
告
「
女

性
登
用
の
状
況
を
再
確
認
」
が
あ
っ
た

後
、
グ
ル
ー
プ
協
議
も
行
わ
れ
、
２
４

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
全
国
各
地
の

女
性
委
員
と
「
わ
が
ま
ち
の
女
性
の
農

業
委
員
、
推
進
委
員
を
増
や
す
ア
イ
デ

ィ
ア
を
だ
し
あ
お
う
！
」
の
テ
ー
マ
で

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。
女
性
の
少
し

前
に
出
る
気
持
ち
を
後
押
し
す
る
、
あ

ら
ゆ
る
人
に
聞
く
と
以
外
と
名
前
が
上

が
っ
て
く
る
候
補
者
を
本
気
で
探
す
、

候
補
者
を
探
す
目
線
を
も
っ
て
日
々
の

活
動
を
す
る
、
候
補
者
が
見
つ
か
れ
ば

家
族
・
男
性
の
理
解
を
も
ら
っ
た
り
、

地
区
の
男
性
委
員
に
応
援
し
て
も
ら
う
、

な
ど
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
へ

の
女
性
登
用
の
意
識
が
よ
り
高
ま
り
ま

し
た
。 

 

全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議

会
の
２
０
１
８
年
度
総
会
へ
の
参

加  

２
０
１
９
年
１
月
１
０
日
、
東
京
都

「
主
婦
会
館
」
に
お
い
て
、
女
性
農
業

委
員
登
用
促
進
研
修
会
に
引
き
続
き
標

記
総
会
が
開
催
さ
れ
、
各
県
の
女
性
農

業
委
員
組
織
の
代
表
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
県
か
ら
は
、
ぎ
ふ
農
業
委
員

会
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
髙
田
会
長
、

副
会
長
３
名
と
事
務
局
が
引
き
続
き
参

加
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
「
平
成
３
０
年
度
の
活
動

報
告
の
承
認
」
「
平
成
３
１
年
度
活
動

計
画
の
策
定
」
、
本
年
度
か
ら
新
た
に

「
会
費
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
」
が
原

案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

任
期
満
了
に
伴
い
「
理
事
お
よ
び
監
事

の
選
任
」
が
協
議
さ
れ
、
新
た
に
横
田

友
（
埼
玉
県
会
長
）
さ
ん
が
会
長
に
、

髙
田
禮
子
（
本
県
会
長
）
さ
ん
が
理
事

に
就
任
し
ま
し
た
。 

   

女性委員登用について話し合い 



 
2019 年 3 月 27 日（第 9号） 

6 

第
１
５
回
女
性
の
農
業
委
員
会

活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の

参
加 

 

２
０
１
９
年
３
月
６
日
、
東
京
都「
砂

防
会
館
」
に
お
い
て
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
女
性
委
員
な
ど
約
４

９
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
県
か
ら

は
、委
員
１
１
名
、
農
委
事
務
局
２
名
、

農
業
会
議
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

（
一
社
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
普
及

協
会
の
釘
山
健
一
代
表
が
「
農
業
の
未

来
は
明
る
い
ぞ
！
〜
こ
れ
か
ら
の
農
業

は
女
性
の
笑
顔
と
楽
し
い
対
話
が
変
え

る
〜
」
と
題
し
て
講
演
。
ま
ち
づ
く
り

で
も
農
業
で
も
共
通
す
る
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
と
力
強
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
農
業
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
人
は

農
業
者
以
外
で
い
っ
ぱ
い
お
り
、
対
話

す
る
こ
と
で
一
緒
に
で
き
る
、
や
れ
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
の
こ
と
。
女

性
が
入
り
、
こ
り
か
た
ま
っ
た
考
え
が

変
わ
る
と
地
域
も
よ
く
な
っ
て
い
く
は

ず
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
時
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
楽

し
く
、
笑
顔
で
話
し
合
う
こ
と
。
こ
れ

が
な
い
と
い
い
ア
イ
デ
ア
は
で
な
い
と

い
い
ま
す
。
楽
し
く
す
る
た
め
の
工
夫

と
し
て
、
隙
間
が
心
の
距
離
を
生
む
た

め
口
の
字
型
で
会
場
づ
く
り
を
し
な
い
、 

部
外
者
を
ど
ん
ど
ん
入
れ
る
、
話
す
会

議
を
や
め
書
く
会
議
に
し
て
、
出
る
ア

イ
デ
ア
を
５
倍
に
増
や
す
な
ど
。 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
農
地
利
用
の
最
適
化

を
実
践
し
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、
①
茨

城
県
茨
城
町
農
業
委
員
会
の
箭
原
会
長
、

②
福
井
県
小
浜
市
農
業
委
員
会
の
西
田

会
長
、
③
熊
本
県
錦
町
農
業
委
員
会
の 

石
松
会
長
、
の
３
名
が
事
例
報
告
。
現

場
を
歩
く
戸
別
訪
問
か
ら
最
適
化
推
進

が
始
ま
る
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
各
家
ご
と

に
３
名
ま
で
回
答
さ
せ
後
継
者
な
ど
の

意
見
も
把
握
す
る
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
農
委
だ
よ
り
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
、
な
ど
集
積
・
集
約
に
つ
な
が
っ
た

取
り
組
み
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ア
ピ
ー
ル

採
択
が
満
場
一
致
に
よ
り
さ
れ
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
岡
山
県
の

女
性
農
業
委
員
な
ど
１
１
名
と
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

 

ま
た
、
翌
日
３
月
７
日
に
は
、
岡
山

県
と
合
同
で
、
（
独
）
農
業
者
年
金
基

金
を
訪
問
し
、
基
金
企
画
調
整
室
の
矢

野
専
門
役
、
三
上
主
査
か
ら
「
農
業
者

年
金
制
度
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
加
入
推
進
す

る
上
で
の
疑
問
点
な
ど
を
質
問
し
理
解

を
深
め
ま
し
た
。 

  

全
国
農
業
新
聞
普
及
♪ 

３
１
年
４
月
〜
６
月
強
調
月
間 

  

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
３
１
年
４

月
か
ら
６
月
の
３
カ
月
間
を
全
国
農
業

新
聞
普
及
の
強
調
月
間
に
設
定
し
、
女

性
委
員
に
よ
る
購
読
申
込
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
農
地
集
積
・
集
約
の
ヒ

ン
ト
と
な
る
優
良
事
例
や
取
り
組
み
が

た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
国
農
業

新
聞
を
す
す
め
る
こ
と
で
、
農
業
委
員

会
に
理
解
者
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
見
本
紙
や
申
込
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
必
要
な
方
は
農
業
会
議
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
（
電
話
〇
五
八
‐
二
六
八-

二
五
二
七
） 

 

岡山県の女性委員と集合写真 



2019 年 3 月 27 日（第 9号） 

7 

C

o

o

k

p

a

d 
全
国
農
業
新
聞
の
献
立
♪ 

川
辺
町
の
山
口
文
江
委
員 

五
平
餅 
準
グ
ラ
ン
プ
リ 

 

 

レ
シ
ピ
サ
イ
ト
C
o
o
k
p
a

d
の
公
式
キ
ッ
チ
ン
「
全
国
農
業
新
聞

の
献
立
♪
」
で
は
農
産
物
の
こ
と
を
知

り
つ
く
し
た
女
性
委
員
の
自
慢
の
レ
シ

ピ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
全
国
農
業
委

員
会
女
性
協
議
会
は
、
各
県
の
女
性
委

員
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ベ
ス
ト
レ
シ
ピ

グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
か
ら
は
、
川
辺
町
の
山
口
文
江
さ
ん

が
伝
承
料
理
の
中
か
ら
「
五
平
餅
」
を

応
募
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
８
月
か
ら
今
年
１
月
２
５
日
ま

で
の
累
計
ア
ク
セ
ス
で
全
２
３
点
中
、

見
事
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
地
元
で
採
れ
た
食
材
で
、

季
節
ご
と
に
料
理
の
い
わ
れ
や
背
景
を

大
切
に
す
る
伝
承
料
理
を
、
伝
え
受
け

継
ぐ
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

五
平
餅
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
な
っ
た
の

は
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
。
」

効
果
も
あ
っ
た
と
山
口
さ
ん
。
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

                          

                          

 農業委員会は活躍する女性委員を求めています 

●県内でたくさんの女性委員が活躍中です 

女性農業委員 ９３名  女性農地利用最適化推進委員 １０名 

 

●農業委員は①～③を満たすように市町村ごとに推薦・公募で選ばれます 

①過半を原則として認定農業者とすること 

②農業者以外の中立な立場の方を１名以上入れること 

③女性・青年を積極的に登用すること 

 

●任期は３年です（任期満了を迎え以下のとおり改選が予定されています） 

２０１９年  ４月「山県市・各務原市」 ５月「瑞穂市」 ７月「飛騨市」 

１０月「下呂市」 １１月「恵那市」 

２０２０年  ３月「郡上市」 ７月・８月「残り３５市町村」 

委員に挑戦しませんか？ 
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 農業委員会はこんな活動をしています 
農業委員会は、農業委員と農地利用最適化推進委員が協力して、農地が遊休農地になら

ないように、耕作できる担い手などに集めていく取り組みを中心に活動しています。 

  

  

  

 

農地の利用状況調査 

○担当地区の農地パトロール 

○遊休農地所有者への耕作の意向の確認 

農地利用の最適化の推進 

○担い手への農地の集積・集約化 

○耕作放棄地の発生防止・解消 

○新規就農や企業参入の促進 

市町村長などへの農地利用の最適化

の推進に関する意見書の提出 

○担当地区での活動を

もとに意見をあげます 

農業経営の合理化の支援 

農業会議と連携して 

○農業者年金の加入推進 

○法人化の相談 

○複式農業簿記の支援 

農業者への情報提供活動 

○農業委員会だよりの発行 

○全国農業新聞の普及活動 

農地法等に基づく貸借や転用の許可・意見 

○総会での審議 

議
長 

購読のお申し込みをお待ちしております 

全国農業新聞は農業者の公的代表機関である 

農業委員会組織が発行する農業総合専門紙です。

 「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう

解説的にまとめています。 

毎週金曜日発行 月７００円/年８，４００円 

お申込みはお近くの農業委員会まで 

<編集後記> 
山口さん準グラン

プリおめでとうござ

います。４月から農

業委員会の改選が

始まります。女性委

員の活躍や明るい

話題を発信し、登用

が少しでも進めば

嬉しいです。 Ｍ 

 ぎふ農業委員会女性ネットワーク 岐阜市薮田南 5-14-12 県ｼﾝｸﾀﾝｸ庁舎 2 階
 事務局：一般社団法人岐阜県農業会議 


